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2025 年 10 月 26 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 68 巻第 28 号（通算 3465 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

小
ちい

さくされている人
ひと

を 

大切
たいせつ

にする教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマ５：５） 

 



招きの詞 創世記  2 章 18 節（聖書協会共同訳） 

神である主は言われた。「人が独りでいるのは良くない。彼にふさわしい助け手を

造ろう。」 

 

聖書 マルコによる福音書 10 章 2－12 節（聖書協会共同訳） 

 2 ファリサイ派の人々が近寄って、「夫が妻を離縁することは許されているでし

ょうか」と尋ねた。イエスを試そうとしたのである。3イエスは、「モーセはあなた

がたに何と命じたか」と問い返された。4彼らは、「モーセは、離縁状を書いて離縁

することを許しました」と言った。5イエスは言われた。「あなたがたの心がかたく

ななので、モーセはこのような戒めを書いたのだ。6しかし、天地創造の初めから、

神は人を男と女とにお造りになった。7こういうわけで、人は父母を離れて妻と結

ばれ、8二人は一体となる。だから、もはや二人ではなく、一体である。9従って、

神が結び合わせてくださったものを、人は離してはならない。」10家に戻ってから、

弟子たちは再びこのことについて尋ねた。11 イエスは言われた。「妻を離縁して他

の女と結婚する者は、妻に対して姦淫の罪を犯すことになる。12夫を離縁して他の

男と結婚する者も、姦淫の罪を犯すことになる。」 

 

 コリントの信徒への手紙Ⅰ 7 章 10－15 節（本田哲郎訳） 

 10すでに結婚している人たちに言います。私ではなく主の命令です。妻が夫から

離婚させられることがあってはなりません。11――もし離婚させられたなら、結婚

しなかったものとしてふるまえばいい。あるいは、夫のもとに戻る権利があります

―― 夫は妻を離別してはなりません。 

 12以下のことについては、主ではなく私が言うことです。誰か仲間の妻で、神に

信頼して歩もうとしない人があったとしても、本人が夫と一緒に暮らしたいと 

思っているなら、彼女を離別してはなりません。13また、夫が神に信頼して歩もう

としない人であったとしても、彼が妻と一緒に暮らしたいと思っているなら、夫を

離別してはなりません。14神に信頼して歩もうとしない夫も、妻と結ばれているこ

とによって聖別され、また、神に信頼して歩もうとしない妻も、私たちの仲間であ

る夫と結ばれていることによって聖別されるものだからです。そうでなければ、 

あなたたちの子どもたちは清められないままということになりますが、実際、子ど

もたちは聖なる者です。 

 15もし、神に信頼して歩もうとしない相手が、自分から別れていくのなら、別れ

ていかせなさい。男であれ女であれ仲間のほうは、もはやその人たちに従属するこ

とはありません。神があなたたちを呼び合わせたのは、あなたたちが平和に暮らせ

るようになるためでした。 



 

《先週のメッセージより》2025 年 10 月 19 日 収穫感謝礼拝 

「備えよ常に」         牛田匡牧師 
聖書 マタイによる福音書 25 章 1－13 節 

 今回のお話は、婚礼行列の出発を待っている「10 人の乙女」たちのお話でし

た。当時は、夜に参列者たちが皆で花嫁の家から花婿の家まで、婚礼行列を  

作って行き、そこで婚宴が行われたのだそうです。花嫁の友人である 10 人の

乙女たちは、灯を持って行列が始まるのを待っていましたが。主役である花婿

の到着はとても遅れました。乙女たちの内、5 人は愚かで予備の油を持たず、

5 人は賢く予備の油を用意していました。そしていざ花婿が到着してから、  

愚かな 5 人は賢い 5 人に「油を分けて下さい」と頼みましたが、断られてしま

いました。そして彼女たちが油を買いに行っている間に、花婿は到着し、賢い

乙女たちだけが婚宴の席に招き入れられました。その後、愚かな乙女たちが 

油を手に入れて花婿の家に駆けつけますが、無情にも「私はお前たちを知らな

い」と言われ、扉は開かれませんでした。何て冷酷な主人でしょうか。 

 冒頭の「天の国は、～に似ている」（1）というギリシア語は、「似ている」

の他にも、「たとえられる」や「比べられる」とも訳される言葉です。それを

「比べられる」と読んでみるとどうでしょうか。「私たちが暮らしているこの

世界では、一生懸命やっていても、報われないことも多い。足りない油を分け

てもらえず、行列を追いかけて行っても、宴席にも入れてもらえないこともあ

る。でも、天の国ではどうだろうか。きっと、そんなではないはずだ」という

ように、このお話を理解することができるのではないかと思います。そう考え

ると、このお話は「天の国は、賢い乙女が入る所」という理解を根本から問い

直し、「愚か」で「役に立たない」とされる人々を切り捨てる「賢さ」を問い 

直しているのではないかと思います。そもそもイエス様も、弟子たちも、その

周りに集まって来ていた人たちも皆、社会の中で貧しく小さくされていた人た

ちでした。生活にゆとりはなく、余分の物や予備の油を持たない人たちでした。

それでも、そのような人たちが共に集まり、共に分かち合う中に、神様の力が

豊かに働くことを、イエス様はその言葉と振る舞いをもって示されました。 

 神の国は「もう来ている」、「今ここ」にもイエス様が共にいてくださってい

るということに信頼して、周りの人たちと一緒に、持たないなりに持てる物で

分かち合いの一歩を踏み出してみること、そのことこそが「備えよ常に」とい

う言葉なのではないかと思います。与えられた収穫物、恵みや能力を、独り  

占めするのではなく、皆で分かち合ってこそ、喜びも元気も湧いてきます。  

私たちは今日も、ここから分かち合い、共に生かされていく道へと押し出され

て参ります。 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



 

◎ 先週の報告 2025 年 10 月 19 日 収穫感謝礼拝 
 礼拝出席 大人 8 人 子ども 3 人 
 献金   大人 6,200 円 中継視聴者数 12 回 感謝 

 「収穫感謝礼拝」で献げられた収穫物は、釜ヶ崎・いこい食堂に献品致しました。

また礼拝後には併せて、釜ヶ崎支援のための「おにぎり」を 187 個作り、いこい食

堂にお届けして、食堂前の四角公園にてお集まりの皆様にお渡しすることができ

ました。お米の献品も頂きました。どうもありがとうございました。 
 
◎次週 2025 年 11 月 2 日（日）召天者記念礼拝 
 招きの詞 ヨハネによる福音書 17 章 3 節 
 聖 書 マルコによる福音書  7 章 14－23 節 
 メッセージ「終わりから今を生きる」牛田匡牧師  
 賛美歌 21－382 番（©JASRAC）、21－444 番（©出版局）、21－385 番（©JASRAC） 

 「召天者記念礼拝」ですので、ご家族やご友人など先に天に召された方々のお写真

をお持ちになって、ご参加ください。また 11 月は「愛児祝福月間」ですので、子ど

もが出席された場合、礼拝の中で「愛児祝福式」を行います。 

 礼拝後、13 時半より奈良県王寺町にある王寺墓地にて墓前礼拝が行われます。 
 
◎お知らせ 

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページに掲載しています。

また中継録画のメッセージ部分を YouTube でご覧いただくことも可能です。 

・本日 17 時～19 時にかけて、八尾教会にて「教会と天皇制」を考える特別委員会主

催の連続座談会「天皇制について考えてみたこと」が開催されます。発題者は岡山

牧呼さん（大阪聖和教会員・大阪教区常置委員）です。 

・11 月 1 日（土）15 時～17 時にかけて、釜ヶ崎にある「旅路の里」にて、「宋富子

（ソン・プジャ）さんの証しを聴く会」が開催されます。事前申込みは不要です。

参加費は無料ですが、カンパへのご協力をお願いしています。 

・11 月 1 日（土）9 時半～12 時半にかけて、大阪市生野区にある大阪朝鮮初級学校

にて、大阪教区日韓宣教協約特別委員会主催の交流会「来て見て知って朝鮮学校」

が開催されます。どなたでもご参加ください。 

・11 月 3 日（月・祝）11 時～14 時半にかけて、 

 小阪教会にて「わい愛 OneDay バザー」が開催 

 されます（近鉄奈良線・河内小阪駅下車 10 分）。 

 ランチ、物販、チアリーディングなどがあります。 

 どなたでお気軽にお立ち寄りください。 
 
 
◎次週以降の行事予定     

 メッセージ 行事 

11/2 牛田匡牧師 

召天者記念礼拝 

13時半～ 王寺墓地・墓前礼拝 

14時半～ 第二好意の庭・召天者記念礼拝 

11/9 牛田匡牧師  

11/16 牛田匡牧師 （15時～ 教区王寺墓前礼拝（岡本牧師）） 

11/23 牛田匡牧師 
おにぎり支援 

15時～ 教区服部墓前礼拝（家山牧師） 

 
 


